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  Naturally occurring riboflavin, known as vitamin B2, is an optically active organic 

molecule possessing diverse attractive functions. Recently, we found that chiral riboflavin 

and achiral melamine derivatives self-assembled to form chiral supramolecular aggregates 

through non-covalent interactions in various organic solvents, thus provided organogels. In 

this study, we synthesized novel melamine derivatives bearing optically active alkyl groups, 

and investigated the supramolecular structure and chiroptical property of the supramolecular 

gels formed by the complexation of the riboflavin derivative with the chiral melamines. 
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 ビタミン B2 として知られるリボフラビンは、酸化還元能や有機触媒能、光受容能

などの機能を有する天然由来の光学活性なπ共役系有機分子であり、その誘導体を導

入した高分子や超分子は魅力的な機能材料となる可能性がある[1]。なかでもリボフラ

ビン誘導体の自己集合により形成した超分子ゲルは、ユニークな機能を発現するソフ

トマテリアルとして様々な応用が期待されるが[2]、これまでにリボフラビンのキラリ

ティを活用した例は報告されていない。最近我々のグループでは、リボフラビンをカ

ルバモイル化したリボフラビン誘導体 1と 2箇所のアミノ基をモノアルキル化したア

キラルなメラミン誘導体 2 が有機溶媒中で自己集合してキラルな超分子集合体を形

成し、ゲル化することを見出した。

本研究では、アミノ基にキラルな

置換基を導入したメラミン誘導体

3を合成し、1と形成する超分子集

合体の構造やキラル光学特性にメ

ラミンの置換基が与える影響につ

いて、UV/Visや CD, NMR測定な

どにより調べたので報告する。 
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